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3 病気・事故 

 
図書館は、子どもや高齢者の方もよく利用する施設です。子どもが予想もつかない行動に出てケ

ガをしてしまったり、高齢者が突然の病気で倒れてしまったりすることは容易に想像されます。事前

の対策、いざというときの対応、この両面から病気や事故に備えることが重要です。応急処置等の

知識を身につけることも大切です。 

病気や事故においても、複数人での対応が基本です。応急処置や救急への連絡等を緊急時に

スムーズ分担するためにも、平素からの取り組みが求められます。 
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（1） 急病人等の発生 

■事前の対応 
□ 応急処置方法を把握している（救急救命講座等の受講）。 

□ 職員がスムーズに救急車を要請できるように配慮している。 

□ 救急箱・毛布・タオル・担架・使い捨ての手袋等を常備している。 

□ AED を設置し、使用方法を習得している。 

□ 保健所等の連絡先を把握しておく（新型インフルエンザ等感染症への備え）。 

□ インフルエンザ等流行期における休館基準を定めておく（自治体の基準も確認する）。 

 
■実際に起こったら 

●急病人が発生した場合 

・ 「大丈夫ですか？」などの声をかけ、意識を確認します。 
・ 救急(119 番)に通報します。 

※携帯電話でも 119 番で通じます。 
※電話口で慌てて情報を伝えられないことが多いため、配慮が必要です。例：電話口に、図

書館の住所等の伝えるべき情報を整理した紙を貼ります。 
・ 対処できるようであれば応急処置をします。 
・ 館内に医師・看護師がいないか館内放送等で呼びかけます。例：「館内で急病の方が出ました。

医師や看護師の方がいらっしゃいましたらご協力をお願いします」 

・ 保健師、保健センターに連絡します。 

・ 場合によって、職員が救急車に同乗するなどの対応をとります。 
・ 搬送先の病院を確認し、家族に連絡します。 
・ 手助けしてくれた人がいた場合は、名前・連絡先をうかがい、後日図書館から謝意を表明

します。 
●軽症の場合 

・ 救急箱で対応します。 
※頭痛・腹痛等の飲み薬は体質に合わない場合があるため、使用しないようにします。 
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●嘔吐物がある場合8 
※ノロウィルスによる感染は、嘔吐物を処理後、手についたウィルスが口に取り込まれ

て起こることが多いので注意します（参考：p33 ノロウィルスとは）。 
・ 使い捨ての手袋・マスクを着用します。処理後は手袋をはずし、他を汚染しないようビニ

ール袋にいれて処分します。十分な手洗い（流水と石鹸を使って最低 15 秒以上）を行い

ます。着衣に付いた場合は廃棄もしくは消毒を行います。 
・ まずは使い捨ての布やペーパータオルを用いて嘔吐物を拭い取り、次に嘔吐物が付着して

いた部分とその周辺を塩素系消毒液を用いて消毒します。使用した布やペーパータオルは

他を汚染しないようビニール袋にいれて処分します。換気を行います。 
●新型インフルエンザ等新規の感染症が発生した場合 

・ 今後新型インフルエンザだけでなく、新しい感染症が流行することも予想されますので、

日常からの情報収集や自治体・関係機関との連携が大切です。 
・ 新規の感染症発生後の館の運営方針は行政機関の指示に従います。 
・ 職員等が感染した場合、感染した疑いがある場合の対応は保健所と相談します。 
・ 咳やくしゃみを繰り返す利用者がいたら、「咳エチケット（参考：p33 入館エチケット）」

を守るよう促します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

※アルコール消毒薬の設置例（中沢孝之氏提供） 

インフルエンザ関連資料を併せて置いています。 
 
 
                                                  
8 嘔吐物の処理の仕方は次のホームページで分りやすく紹介されています。 
東京都「防ごう！ノロウィルス食中毒」

http://idsc.tokyo-eiken.go.jp/diseases/gastro/pdf-file/p-cook.pdf 

インフルエンザ対応の状況
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◆トラブル・対策事例◆ 
  

○ 閲覧席に座っていた利用者（高齢者）が急に意識を失いぐったりしてしまった、と隣に座っていた

人がカウンターに教えに来てくれた。職員が駆けつけると、利用者は意識は少しあるものの、２度

ほど吐いた。 

 （図書館の対応）すぐに救急車を呼んだ。救急隊が到着したときは意識が戻って話すこと

ができる状態であった。病院に行くように説得するが頑なに拒むため、救急隊の方たちも

困っていた。その後自身で家に帰ったとのこと。 

 

○ 利用者（１０代後半男性）が急に倒れこみ、救急車を呼んでほしいと頼まれた。 

 （図書館の対応）すぐに救急車を手配し、近くの病院に搬送してもらった。ところが仮病を

使ったらしく、数時間でまた図書館に戻ってきた。 

 
○ （図書館の対応）新型インフルエンザ流行期に、以下のような利用者へのお願いをした。 

・ 新型インフルエンザに「かからない」「うつさない」ために図書館のご利用については、マスク

の着用をお願いします。図書館やトイレに備え付けの石けんやアルコール消毒で手洗いを

お願いします。 

・ 休校となっている学校の生徒のご来館については、控えていただくようお願いします。 

・ 返却期限、予約資料の取り置き期間を 1 週間延長します。 

 
◆トピックス◆ 

 
AED (Automated External Defibrillator:自動体外式除細動器)9 

 

ＡＥＤは、心臓マヒ（心室細動という致死的な不整脈）を起こして倒れた人を、そこにいる人たちが

その場で使い、倒れた人の命を救うことができる器械です。 

ＡＥＤは初めての人でも簡単に使えるように設計されています。機種によって多少の違いはありま

すが、ボタンを押す、あるいはフタを開けるなどすると電源が入り、あとは音声が次にするべきことを

指示してくれます。もちろん日本国内に設置されているＡＥＤはすべて日本語の音声です。倒れてい

る人の胸をはだけ、器械の指示に従ってシールのような電極パッドをそのパッケージに描かれた位

置にしっかり貼り、器械の自動診断を待ちます。器械が電気ショックを必要と判断したら、ボタンを押

してくださいという音声の指示が出ますので、ボタンを押します。電気ショックが必要ない場合にはボ

タンを押しても電気が流れませんので、操作を間違って電気が流れるようなことはありません。 

初めての人でも使うことができますが、人が倒れたときなどは、なかなか冷静に動けないものです。

ＡＥＤの使い方だけでなく119番への通報や心臓マッサージ（胸骨圧迫）なども含め、消防署や講習

会などで一度、救命救急の方法を経験することをお勧めします。 

 

                                                  
9 日本心臓財団 HP http://www.jhf.or.jp/aed/ 
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入館エチケット 

 

○ 図書館を利用する際のエチケットとして、利用者へ咳エチケットや手洗い・手指消毒をお願いし

ます。 

＜手洗い・手指消毒＞ 

・ 石鹸による手洗いもしくはアルコールによる手指消毒をお願いします。 

 ＜咳エチケット＞ 

・ 咳やくしゃみをするときはティッシュなどで口と鼻を被い、顔を他の人に向けずに、出来れ

ば 1 メートル以上離れるようお願いします。 

・ 咳やくしゃみが続くならばマスクを着用していただきます。症状が重いようでしたら、帰宅す

るように勧めます。 

 

 
新型インフルエンザとは 

 

新型インフルエンザとは、インフルエンザウイルスのうちヒト－ヒト間の伝染能力を新たに有するように

なったウィルスを病原体とするインフルエンザのことを言います。通常のインフルエンザと同様、飛沫感

染と接触感染が中心と考えられています。 

新型インフルエンザをヒトが経験したことがないために免疫を持っておらず、それゆえ多くのヒトが感染

して世界的な大流行（パンデミック）を引き起こす可能性があります。 

2009 年に新型インフルエンザ(A/H1N1)が発生しました。「弱毒性」といわれていますが、流行が２

～３度繰り返され、感染力や毒性が強まる可能性も否定できません。また、現在鳥類の間で流行して

いる、毒性が強い鳥インフルエンザ H5N1 がヒト－ヒト間で感染するように変異することが懸念されてい

ます。 

 

 

ノロウィルスとは 

 

ノロウィルスは冬季を中心に発生する感染性胃腸炎の原因となるウィルスです。感染性が非常に強

く、ヒトへの感染経路は、主に経口感染（食品、糞便）でごく少量のウィルスでも感染します。嘔吐、下痢

などの急性胃腸炎症状を起こしますが、その多くは数日の経過で自然に回復します。近年、ノロウィル

スによる感染例が増加しています。ノロウィルスを含む糞便や嘔吐物を処理後、手に付いたウィルスが

口に取り込まれ感染することが多いようです。 
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（2） 館内での事故 
■事前の対応 

□ 応急処置方法を把握している。 

□ 館内に子どもが事故を起こしやすい環境がないか子どもの目線で確認し、対処している。

□ 職員がスムーズに救急車を要請できるように配慮している。 

□ 救急箱・毛布・タオル・担架を常備している。 

□ 過去の事故について記録し、再発防止策を講じている。 

□ 行政機関が加入している保険のうち図書館が関連するものや図書館自身が加入している

保険を把握している。 

 
■実際に起こったら 

●事故一般 

・ 周囲の安全を確認します。 
・ 救急(119 番)に通報します。 
・ 対処できるようであれば応急処置をします。 
・ 館内に医師・看護師がいないか館内放送等で呼びかけます。例：「館内でケガをされた方がい

らっしゃいます。医師や看護師の方がいらっしゃいましたらご協力をお願いします」 

・ 保健師、保健センターに連絡します。 

・ 場合によって、職員が救急車に同乗するなどの対応をとります。 
・ 搬送先の病院を確認し、家族に連絡します。 
・ 手助けしてくれた人がいた場合は、名前・連絡先をうかがい、後日図書館から謝意を表明

します。 
※同じ場所で事故が多発している場合は、構造的な欠陥が考えられるので改善が必要です。 

●子どもの事故 

※特に子どもは大人の想像もしないような行動をとることがあり、それが事故につながる場

合もあります。 
・ 周囲に保護者がいないか館内放送等で呼びかけます。 

※保護者がいない場合、名前や連絡先などを調べます。場合によっては自宅を訪問するなど

して説明します。 
・ 子どもが通う学校等に連絡します。 
 

◆トラブル・対策事例◆ 
○ 図書館正面玄関の外側で、雨の日に利用者が転倒。後頭部を打ったようで、起き上がったもの

の言動がおかしい。 

 （図書館の対応）後頭部の裂傷は職員で応急処置。救急車を呼んだ。予後は悪くないよう

であった。事故の後、転倒防止策として高圧噴射のホースを購入し玄関周辺の水ゴケを

落とした。その周辺に、常時「雨の日は滑ります。ご注意ください」と掲示している。 
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10  81 2007.12 
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11 HP http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/index.html 
12 HP  http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/tokai/index.html
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